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「子どもの発達支援プロジェクト」
アンケート調査分析結果
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※共同実施 



Agenda 1

1 アンケートの概要と目的

2 倫理的配慮

3 記述統計分析

4 自由記述分析（アフターコーディング）



ṇ 2

・過去の子どもの発達支援プロジェクトお話会では、かねて保護者と学校の連携が課題と
指摘されていた
・具体的にどのような課題があるのかを把握し、自治体へ要望/ 提言することを目標とした

相模原市内で発達支援（療育）を受けている小・中学生
の保護者が感じている小・中学校に関する課題の把握

2024 年2月13日より2024 年3月20日

相模原市内で発達支援（療育）を受けている
小・中学生の保護者

126 件 Web調査（GoogleForm )

NPO法人ぴあっと及び森のイノベーションラボFUJINO



・アンケート調査目的を回答者へ事前に告知した上でアンケートを実施した。
・自治体への提言等に使用する旨を明記した。

3

・氏名、住所（区名は収集した）、小・中学校名は収集していない。
・アンケート調査への回答は任意とした。

1 収集する個人情報は最小限に留めた

2 アンケート調査目的の事前告知

・データの管理にあたっては、外部流出等を防ぐよう、セキュアな環境で管理/ 分析した。

3 データ管理



ףּ ךּ 4

有効回答数=126
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有効回答数=126



︡ ךּ / ṕ Ṗ 6

有効回答数=139



ךּצּ ṕ Ṗ 7

有効回答数=212



ṕ Ṗ 8

有効回答数=126



︡ ךּ ṇ ṕ Ṗ 9

有効回答数=176
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有効回答数=126

⌐ ⅝ ℮ 61

⅝ ╦⌂™ 34

Ᵽ☻ ╛ ╕≢ ⅝ ℮ 11

₁ ⅝ ℮ 7

≢ 5

∕─ 10



ṇ ṇ Ḵ 11

1 自由回答の回答内容すべてに目を通しキーワードを探る

Ễ キーワードごとに自由回答を分類していく

3 「大分類→中分類→小分類」の順にグループ化する

ṇ לּ

ẑ צּ ︡
ṡ ︢ Ṣ ︡ ךּ טּצּ ︣



・登下校中、他の子供たちのトラブル（けんか、転倒、体調不良、トイレ、行き渋り等）によく出くわすが、周辺に
他の保護者がいないため、我が子を置いて対応せざるを得ない。対応中に我が子が行方不明にならないよう、かなり
神経を使う。
・自宅が学校から遠く、交通の面で危険な箇所も多いため、事故に遭わないか、不安を感じる。
・自転車が歩道を通る時のスピードの早さ
・友だちと話すのに夢中になって信号や車が見えているか心配。
・16号を渡る時に青の時間が短すぎて後ろの子が渡りきる前に赤になってしまう。慌てて渡ろうと走って転んだ子
もいる。相模原警察署前の信号です。
・通学路は車も通る歩道の無い道なので心配があります。
・突然走るの、跳ねる、大きな声、信号をみれない
・横断歩道の左右が適当すぎる。 

︢ כֿ 12

︣

・いつかは一人で登下校ができるようになってほしい。
・衝動性があるので道で飛び出したりしないか、下校が一人になった場合に無事に帰って来れるか
・下の兄弟を連れての登下校は困難な場合がある。自転車で行ってしまえば楽で早いが本人のためを考えると歩いて
登下校させたい。しかし下の子の事を考えると、幼稚園に行く前帰りに小学校まで一緒に歩くのは大変さがある。
・周囲の温かな見守りがあれば、自身で登下校が可能ですが、相手のかかわり方によっては、臨機応変に対応できず
トラブルになることがある。
・自立して登校できるか心配。危機管理ができない為
・親の予定が立たない。仕事ができない。自由な時間がない。
・1人では歩けないので必ず登校班までは付き添う。
・イレギュラーなことが起きたとき、取り乱したりしないか

︣



・普段は不安はないのですが、支援学校が家から遠いため、学校のバス通学で、自力登園の練習がしづらいこと。 
・移動支援が使えると助かる。保護者の体調不良や仕事などの都合で、バス停まで送り届けるのが大変な時がある。
そういう時は本人を学校休ませたり、保護者が仕事休まざるを得ない。
・朝は地域の見守りや旗振りがいるので良いが、下校時に不安がある為、現在は放課後デイのお迎え制度を利用して
いる。
・まわりの保護者（通常級に在籍している、いわゆる普通の子の親）の無理解
・小学校入学当初から登下校は自家用車を使い学校の駐車許可証を頂いて車で通っていました。校長先生が代わり学
区外からの登校や車椅子、松葉杖の使用者以外の駐車許可証の使用を認めず駐車場入口には【許可されていない者の
入場を禁止】の札まで付けられてしまい困っています。教育委員会に相談した保護者の方も居ましたが校長と話し
合って解決して下さいと言われ取り合ってもくれませんでした。校長と面会し医師の診断書、意見書を提出しました
がダメでした。校長の意見は「教職員の駐車スペースの確保と駐車許可証の特別性を無くし他の生徒（普通級）と平
等に扱う事。皆ができている事なので支援学級だけ特別扱いはしない。」と言われました。発達障害の事を理解して
いない言葉で愕然としました。現在も先生たちの冷ややかな目で見られていますが登校時間をずらし朝一番又は遅刻
で車で送っています。長くなりましたが校長次第で登下校のしやすさが変わる事に不便を感じています。

︢ כֿ 13

ṇ

︣

・トラブルになった子供を学校まで我が子と一緒に送り届けることもあるが、自分１人では手に負えないと感じる。
・登下校中途中で具合が悪くなった時の連絡方法
・おおぜい歩いてあぶない。通学用バスなどあればと思う
・子乗せ自転車や雨天時は自家用車をつかって送迎してるので、気をつけてはいるがまわりの登下校の児童に迷惑を
かけていないか心配。 
・雨の時や夕方のくらい時の下校は安全面で不安がある
・相談指導教室は徒歩で５０分ほどかかるので送迎が必要になってくる
・バスや自転車なども許可されているがバスは乗継で１時間以上かかってしまう 

ךּ
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Ḳ3.79pt ẑ

有効回答数=126

ẑ5: ︡ ךּ ḭ4: ︡ ךּ ḭ3: נּ טּ:ḭ2ךּ ︡ ךּ :ḭ1ךּ שּ ︡ ךּ ךּ וֹ
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︡ ךּ
ṧ

︡ ךּ

・交流級に行っていないため交流級の担任のことは分かりませんが支援級の担任の先生は１，２学期は赴任して
きたばかりのためか、支援級の他の先生と足並みをそろえるためか、主任に気を使ってか分かりませんが、とて
も消極的でした。3学期になりこまめに連絡をくれたり、積極的に自分の考えを発言したり良いほうへ変わりまし
た。
・親身になって対応してもらえてる
・一人一人を見て、どの科目で交流するか、どう言った支援をしていくかを考え、親にも伝えてくれます。子供
も新年度で先生が移動にならなかったことをとても喜んでいました。
・子の不安に感じるところ、イライラするポイントなどを理解して事前に説明してくれたり安心させる声がけを
してくれる。母子ともに信頼できる先生。
・特性を理解した上で本人の安心できる学べる環境を作ってくれている。
・細かいところまで対応していただいている
・子供の気持ちに寄り添ってはくれるが、もう少し積極的に引っ張っていて欲しいから
・以前の担任より授業内容など満足できる
・その子に合わせた支援や対応をしてくださるから
・面談や電話等のやり取りから、丁寧さを感じるから。 
・担任以外の先生も自分の子供の状態を把握してくれている 学習については個別にドリルを作ってくれて理解も
増えていてとても満足している。 子供が会話できないのと、私が仕事を始めたのもあり朝の登校の際先生と会話
する時間もあまりなくなってしまったので、学校での様子などがどうしてもわかりにくいがいまは落ち着いてい
る様子。 特に不満はないが、支援級の人数が増えて以前より目が行き届いていないような気がする。 子ども1人
1人に合わせた教材や提示の仕方になっており、小学校に入ってからとても成長した。また先生方が明るく元気で、
子どもたちを可愛がってくださるのが伝わってくる。 わが子への対応は満足。（中略）希望した事は対応してく
れるし、子どもに合った配慮をしてくれるから 毎日連絡帳に様子を書いてくださるので、学校での出来事がわか
るから。

︡
ךּ



・先生方は一生懸命やってくださってるが、人手が足りてない
・小学校1.2 年までは学区内の支援級でした。その時の担任は特性への理解がかなり浅く、こちらの要望にも人手
が足りないとほぼ対応して下さらず1年夏休み明けにはもう登校拒否となってしまいました。3年から支援学校へ
と転入しましたが対応力全く無い違います。登校拒否も全く出ませんでした。成長も著しくびっくりしています
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︡ ךּ
ṧ

︡ ךּ

・小学校1.2 年までは学区内の支援級でした。その時の担任は特性への理解がかなり浅く、こちらの要望にも人手
が足りないとほぼ対応して下さらず1年夏休み明けにはもう登校拒否となってしまいました。3年から支援学校へ
と転入しましたが対応力全く無い違います。登校拒否も全く出ませんでした。成長も著しくびっくりしています。
・日々成長できたことを共有してくれる。時には厳しく指導してくれる。得意不得意を把握してくれている。
・子ども自身が担任を信頼している。個人面談では、担任が子どもの成長を認めてくれている事が分かるような
対話が出来た。
・本人の特性を理解してくれているので無理のない範囲で活動しています。 

︢
ךּ

・何事も細かく報告してくれていて、連絡帳の内容も知りたい事を書いてくれる
・本人の様子や学習の進み具合、頑張っているところ、ハプニングも事細かく連絡帳や電話で報告して頂いてい
ます。家庭学習の様子やデイさんで行っている学習課題も積極的に取り入れて頂き、連携を取って頂いています。
・小さな出来事も報連相をしっかりして下さり、学校生活での課題や対策を一緒に考えてすぐに対応して下さる
ところ
・子供が自分のペースですごせることを優先しながら、適宜連絡してくださっているから。 
・面談したい時にはいつでも面談してくれ、電話でも相談に乗ってくれるため

צּ

ךּ



・個人でできることは対応してくれているが、マンパワーがなく個人でできることに限りがあると感じる
・産休や時短などで教員不足のため、毎日・一日中しっかり対応してくれる担任の先生がいない
・産休、体調不良などで担任や副担任が年度途中で変わることが多い(2 年連続三人)
仕方ないこととは思うが多すぎる
・中・重度障害の児童が増加傾向にあり、先生の手をそちらに取られてしまうことが増え、しっかり見てもらえ
なくなってきた
・児童の人数に対して職員が少なくて手厚い教育が行き渡っていない。

17

נּ ךּ

・担任の先生が、熱意をもって熱心に接してくださるのは大変感謝しているが、やや専門性に欠けており非常に
残念。学校や先生個人がこれまでの実践の中で積み重ねてきた経験則に基づく指導・支援が多く（例えば高等部
になったら視覚支援無くすとか、口頭指示のみで動けるのが大事とか）、TEACCHや応用行動分析、PECSといっ
たエビデンスのある理論に基づく指導・支援が少ないと感じる。また、主治医はじめ、本人に関わっている支援
者（保護者含め）と連携を取ったり、意見を求めたりすることもなく、学校が独断で独自に進める事が多く、そ
れも残念。学校がガラバゴス化していると感じる。先生方自体は、熱意を持っている方も居るが、知識と技術、
外部支援者との連携意識が低く、それが残念。それらが備わったら鬼に金棒なのに。
・先生によって受けられる支援に差があるから
・専門的な知識がないのですが、新しいことを取り入れてしまったり、勝手にルールを変えてしまう。(本人の特
性に合わない対応をされてしまう)
・担任によって娘の成長度が違う気がします。
・人当たり的には良い先生だとおもうが、対応が遅い部分がある。

צּ
ךּ

・保護者を安心させるために今の課題や今後課題になってくるであろうことを話してくれない。
・トラブルが起きた際の報告にくださるが、起きた経緯のほとんどが「見ていないからわからない。」「他のお
子さんにも確認したが曖昧」で、仕方ないことかもしれないが、時々納得いなかいなぁと感じてしまう。
・息子から担任の話が出てこない。担任と話が合わない

ṇ
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שּ
︡
ךּ ךּ
ṧ
טּ

︡
ךּ ךּ

・不登校なのにほったらかしだから
・今の学年になってから支援級の担任が変わり交流級での様子の伝達があまり無くなってしまったり、宿題も出
し忘れや内容にも偏りがあるため、今まで出来ていた事もやり方を忘れてしまう。
・一年生の頃から、癇癪を起こしてしまったときのサポート内容についてなんども同じような説明をしているこ
と。
・そもそも癇癪にならずに落ち着いた生活を送れるのがベストだが、癇癪を【慣れ】として捉えられてしまって
いると分かったこと。 
・マンツーマンではないから、という言い訳を毎回される事。 こどもの状況がどんどん悪化して、死にたいと
なって、何度も相談してもケース会議で対応をきめてもやってもらえず、あきらめました。全く信頼できません。 
個々にあった支援がされていない 学校の様子がわからない 障害に関し知識がない。 支援級の先生だが、子供の
質問に対し雑な返事をしたりするような事を息子が話す とても頑張ってくれてるけど、少しズレてるのをクラス
みんなで感じている。 急遽の忘れん坊、その場その場であれやろうこれやろう！となったりする。 その子その子
に合わせた指導ではなく、みんな一緒にやりたがる。等 
・生徒の人数、生徒の特性などに対して先生の人数が足りていない。

צּ

・自分本位で子どもは二の次なところ
・授業で少し静かに出来ているからとほったらかしにされる。
・子供にとってのNGワードの発言が多い ︣

צּ
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שּ
︡
ךּ ךּ
ṧ
טּ

︡
ךּ ךּ

・4〜6月は担任に怒られて萎縮してしまう事が多く、何度も面談を繰り返し、我が家は成績や評価は気にしてい
ない事を伝えたら「忘れただけ」と言われたが、我が子の貼り出された観察日記だけ花丸もコメントもされてい
ない状態が夏休み前〜9月の面談時まで続き、その後10月までは来年から支援級は如何かと勧められたが、子供
本人が支援級に行くなら学校辞めると宣言した為、取り出し級は頑張るが支援級を勧める事は辞めて欲しいとお
願いした。 
・計算問題など、しばらくやらないと忘れる傾向があるので計算問題、文章問題など偏らないよう交互に出して
欲しいと過去伝えましたが、あまり伝わって無いように感じています。 できないことも、がんばって鍛えればで
きるようになる、という考えを強く持っていて、特性に応じた対応を要求しているが、話がかみ合わない。 複数
担任が居るのですが担任間の情報共有がされていない。 面談などで保護者の希望を伝えると納得してくれるが、
それを実行しようとしてくれない。担任の対応より、学校全体の人員不足も影響しているように感じる。 その場
を回す事にいっぱいいっぱいで支援が行き渡っていない 個々の支援の仕方がうまくいってない。 言いたいことは
たくさんあるけど、期待する方が疲れるので、回答はうまくいってないだけにします。
・先生の知識の低さ。 
・学習方法の知識が乏しい。(放デイさんに学校訪問をして発覚した)

・スクールカウンセラーを通してではないと意見等が通らない。
・先生、介助員さんの子供達の様子の共有が出来ていない。
・放課後デイサービスへの引き継ぎをお願いしても、学校側が細かく伝えてくれない、または伝えない。
・発達の特性上、子供が学校での出来事を伝えられず、先生がそれを隠蔽していたことがあった。周りのお子さ
んが心配して親に伝え、そのお母さん方から連絡が来て初めて知ったという形。重要な事を親に隠す。 

ṇ



צּ ḭ
טּצּ פּ
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65

34

╕∞ ─ ╛◒ꜝ☻⅜ ╦∫√↓≤⅜⌂™ 27

有効回答数=126



צּ ḭ
לּ פּ
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צּ
טּ

・担任が変わった途端、本人が「何をすればよいかわからず何もできない」状態に逆戻りしてしまった。朝の支
度ができずにただ立ち尽くす、授業中にうろうろ立ち歩くなど、昨年はなかった行動が出るようになってしまっ
た。（後略）
・不安そうでおどおどしていた
・行き渋りが始まった
・友だちいないといった事をよく言うようになった。  

・（前略）教室が変わった事、新しい先生がいて、元々いた先生がいない事に少し戸惑いがあった いつもより不
安そうな表情や落ち着かない感じ（後略）
・登校できるまでに時間を要した
・気持ちが落ちつかない。人や環境に慣れるまで時間がかかる。
・担任によってクラスの細かいルールや配慮の質が変わるので、子どもが納得出来ないと適応に時間がかかり、
登校しぶりの原因となる。

︣

・（前略）環境の変化や、人の入れ替わりによる不安感が強く、情緒不安定（泣く事が多くなる）になりやすい。 
学校に行くのが嫌になった。（後略）
・落ち着きがなくなった
・ケンカや問題行動が増えた
・クラスによって、学校に行ってみようとしたり、全く行く気持ちを失ったりした。



צּ ḭ
לּ פּ

22

צּ
טּ

・前年度は、非常に指導の上手な先生に担任していただいたため、時が経つほど子供のできることが増え、勉強
面でも生活面でも、順調に成長が感じられていた。
・（前略）昨年度の引き継ぎがされていなく、対応を変えられてしまった。（後略）
・障害に理解のない先生からの言動や行動で子どもが不登校になりかけた
・小学校1.2 年までは学区内の支援級でした。その時の担任は特性への理解がかなり浅く、こちらの要望にも人手
が足りないとほぼ対応して下さらず1年夏休み明けにはもう登校拒否となってしまいました。3年から支援学校へ
と転入しましたが対応力全く無い違います。登校拒否も全く出ませんでした。成長も著しくびっくりしています。
・理由は不明だが、担任がタイミングよく本人の興味のありそうなイベントがある日の前に声をかけてくれたり
と、常に考えて工夫をしてくださった年は登校に前向きな日が多かった。 1年生2年生の時はとても丁寧で優しい
先生だったが3年生から現在まではあまりよくない先生の為、不満を口にするようになった。 あまり態度には出
ていないし成長と共に口に出さなくなったけれど、変化はあったと思います。 2週間、担任が休み、他の先生の
クラスに混じることが2週間あった。そしたらその2週間でメキメキと変わる感じが親の間でもあった その子に
あったクラス、指導等なんだろうと思った。今までできなかった『名札を付ける』ことが2週間で出来るように
なってた
・3学期に入りようやく信頼関係ができてきたかな？というところで担任の変更がありその担任が校内に居ればま
だ頼ることもできたかもしれないが他校に移動になる 小学校6年間ずっとそうであったので中学になり教師には
心開かなくなった
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︡ ךּ
ṧ

︡ ךּ

・今年度の担任による惨状が発覚した後、他の支援級の先生や副校長等、他の先生方がすぐさま面談を実施して
くださり、今後の対応について真剣に考えていただけたため。
・担任の先生以外にも、子どもたちに関わってくれている先生がたくさんいる印象で、安心する。先生方が支援
方法についてよく話し合っている。養護教諭の先生が、子どもの問題行動や困り事の対応などにすごく詳しい。
また小学部の頃から、就労の情報などももらえて助かる。
・遅刻や苦手な給食を残すことなど理解がある。
・今の担任の先生だけでなく交流級の先生も本人をよく理解しようとして下さり、支援級だけでなく交流級のク
ラスメイトとも毎日コミュニケーションを取るようにして頂いています。
・今の先生との情報共有が出来ている。
・今の所 3年生の時だけ 理解していただけない先生に当たった事はありますが後は割とフォローしてくださっ
てはいます。 状況に応じてほぼ対応されているから。 適時対応もしてくれているので不満はない 支援級に対す
る考え、姿勢が先生によってまちまちだった（後略）

צּ
שּ צּ
טּ
︢ ךּ

・クラス担任以外の先生も校内で挨拶や気さくに声掛けしてくれます。その為本人も自分から相談しやすい環境
です。
・クラスの子供達も遊びに誘ってくれたり息子が困っていたり次にやる事など教えてくれたりサポートしてくれ
る優しい子たちが多いので、息子も毎日楽しく登校できています。 支援級の担任は今年は難しいが、全体として
はクラス担任や副校長先生、カウンセラーが温かく見守ってくれている。 できるだけ交流級で過ごしてほしいと
いう、こちらの要望を念頭において支援をしてくださったので。 支援をしてもらいたいと要望してないので、低
学年のうちは、通常級の中でどうにかやっていけるのかなと思う。 先生方に気に掛けてもらえるとそれだけでも
安心感が違うと思う。 
・子どもがとても愛嬌のあるタイプなので、学校の先生たちがたくさん関わって頂いています。あまり関わりの
ない先生方もいつも名前を呼んでくれて声をかけてくれることもとても多いです。
・校長先生自身が支援学級に目を掛けてくれている
・（前略）学校全体で子供をみてくれていると感じます（後略）

ךּ
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・体育は補助１人つけてくれている。補習をしてくれることがある。
・できる限りの事はやってくれているように思う。
・どの担任もうちの子が苦手なことを気にして連絡してくれる。
・要望の全てが叶うわけではないのでやや満足にしました。
・提案した内容を改善してくれた。
・（前略）前の校長先生が良い方で、入学前に支援級に入るかどうかを迷っていた時に、相談にのってくださり、
見学もさせてくださり、入学後もちょくちょく声をかけてくださいました。（中略）こちらの要望にはなるべく
沿うようにしてくださるので 通常級の先生と支援級の先生とで連携が取れている。（後略）

︡

︡
שּ

・支援級にいる子どもに対して、介助員が少ないように感じる。
・デイ、学校、家庭の足並みを揃えることが難しいため、もう少し歩み寄ってくれたらいいなと思いますが、そ
れ以外には今は特にマイナスには感じていません。
・ことある事に面談等を行ってくださり、サービス提供者会議にも積極的に参加してくださった。ただ、そのよ
うな対応をするにあたり、返事が来るのが遅いと思う。 
・基本的には子供ファーストだと感じていますが、もっと臨機応変な対応を期待したい 
・担任の先生だけでなく、関わる大人の方全員に情報が行き届くのはたくさんの生徒がいる中で難しく、息子に
とってNGな対応が一部の関わって下さる方の中で続いている場合もあったりで、その都度お願いする必要があっ
たりもします。
・教育支援担当の方に、6年生で普通級にした場合、中学で支援級に戻すと市の方が良く思わないからまだ決めて
もないのに普通級でと言われてしまったこと 

צּ
טּ



︣ 26

・情報共有が少なく学校での様子が見えてこないので、何とも言えないです。
・在学年と支援級との行事などの連携が出来ておらず、行事の説明が学年が動き出してから親が確認してから子
供に伝えられるので不満
・行事の写真の情報が支援級に届いておらず、既に注文の期限が終わっていて、我が家が報告するまで支援級の
担任は把握していなかったことがある。 

・先生による（2件）
・普通級との差があるように感じる。先生の対応など
・先生によって対応が違うので
・熱意のある先生方の善意で成り立つ現状。それに対し、不適切発言をした教諭を守り、子供の側にたってくれ
なかった管理職。コロナ禍で仕事量が増え、人手不足等の背景があったとしても、あたりハズレは存在するた
知ったから。

︣

נּ ךּ

・学校での状況が見えないので、息子にいじめがないか？不安が拭いきれず、また担任との話も合わない為、担
任への不信感も若干あることから、満足か不満足かは、なんとも言えない。
・毎年 引き継ぎされていないことが多いのですが、特に今年度は支援級の先生がガラッと変わってしまったため、
本人のことを知ってる人が誰一人いなくて大変困った。
・支援級以外の支援の必要そうな児童が、授業中に度々校舎の外へ出ており、先生の監督が行き届いていない様
子がみられるところ。
・今年は代わりの先生をすぐつけてくれたが、昨年はおらず、親子で誰を頼ったら良いのかわからなかった

︣
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・相談しやすい環境ではない。普通に登校できている生徒、部活等で活躍している生徒にスポットがあたり学校
に行けない子は後回しにされている気がする。
・不登校になるまで子供の状態や環境を理解してもらえなかった。
・支援級の主任の先生が返事と愛想はいいのですが、返事だけで約束事に取り組みません。 
・支援が必要で、支援級へ在籍させて頂いていますが、支援の理解・配慮が足りないと感じます。支援級の先生
がもっと発達障害の勉強をして欲しいです。理解して頂いているデイサービスさんとの連携・情報の共有を徹底
して頂きたい。
・学校のルールを重視し、柔軟性を持って対応してくれない。支援学級に通っている事への理解が低すぎる。
・支援級の先生、介助員さんにはとても感謝していますが学校の対応はまだまだだと思います。支援級に外部の
専門家の方を加えるとか、校長、副校長と支援級の保護者での話し合いの機会を定期的に持つなどしてほしいで
す。
・他人事のように感じる 親身になって聞いてくれない
・子どもの尊厳を無視しているところ
・校長先生はそれを伝えても聞いただけで終わります。
・トラブルの話し合いにも校長副校長も出てきません。
・主任や校長は管理職だと思うのですが日ごろ何の仕事をしているのか不思議です。
・個別対応ができないと言われて、子供も失敗体験しかしなくなり学校にいけなくなった。 
・支援が必要な子なのに、時々雑な扱いをされる為     

・トラブルが起きても双方の話を聞きはしても「間をとった話に作り替え喧嘩両成敗」で終わらせようとするの
で不信感があります。 
・以前子どもが学童に行く予定の日に、一人で帰宅してしまった。学童から休みの確認が来なかったら、子ども
は夜まで家に入れず外に居なければならなかったかもしれないし、一人で帰宅させたこともなかったので、無事
に帰れるかわからない状態だった。学校に帰宅させたのか確認し、事実とわかって急いで職場から探しに行って、
無事に自宅に戻っていたが、学校からの謝罪はなかった。本人が今日は帰ると言ったそうだか、連絡帳には何も
書かれていなかったが、保護者に確認することなく帰していたことには、少し不信感を持ってしまった。

ṇ

שּ
︡
ךּ ךּ
ṧ
טּ

︡
ךּ ךּ
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・担任の先生が、熱意をもって熱心に接してくださるのは大変感謝しているが、やや専門性に欠けており非常に
残念。学校や先生個人がこれまでの実践の中で積み重ねてきた経験則に基づく指導・支援が多く（例えば高等部
になったら視覚支援無くすとか、口頭指示のみで動けるのが大事とか）、TEACCHや応用行動分析、PECSといっ
たエビデンスのある理論に基づく指導・支援が少ないと感じる。また、主治医はじめ、本人に関わっている支援
者（保護者含め）と連携を取ったり、意見を求めたりすることもなく、学校が独断で独自に進める事が多く、そ
れも残念。学校がガラバゴス化していると感じる。先生方自体は、熱意を持っている方も居るが、知識と技術、
外部支援者との連携意識が低く、それが残念。それらが備わったら鬼に金棒なのに。
・専門知識が豊富とは言えない状況で持論を展開してケース会議など開催するも結果的には認められない事が多
い
・支援学校で先生が多いはずなのに欠員だらけで回っていないので。
・診断がまだ出ていない時、学校側が児相を呼び保護された時があった。

・学校側はイジメの撲滅などを謳っていますが普通級の生徒からは先生達が見えていない所で支援学級の生徒
（我が子も）をからかったりしています。我が子からも聞いた事があり又私も他の支援学級の生徒がからかわれ
ている所を見たことが有ります。近所の子達や保護者からも冷ややかな目で見られてます。関わらない様な扱い
があります。
・物理的な話だと人数に対し教室が狭いです。3学期になり2教室使って授業するようになりましたが1クラス1教
室用意するべきだと思います。(伊勢原市は1クラス1教室の上、支援級すべてのクラスが合同で学習する部屋が
あったので驚きました。)
・保育所等訪問をいれさせてもらえない。
・一年生の頃から、癇癪を起こしてしまったときのサポート内容についてなんども同じような説明をしているこ
と。そもそも癇癪にならずに落ち着いた生活を送れるのがベストだが、癇癪を【慣れ】として捉えられてしまっ
ていると分かったこと。マンツーマンではないから、という言い訳を毎回される事。上記の件で担任が対応して
くれない時は管理職が対応、指導するべきと思いますが、それもなく、こどもが悪化しても担任が対応をかえな
いので、悪くなるばかりで、それも先生は許されてしまっています。こどもを育てる場所なのにこどもをだめに
してしまっています。  

צּ

שּ
︡
ךּ ךּ
ṧ
טּ

︡
ךּ ךּ
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・支援級の担任に指導力が足りなかった場合に、教科によって、そのクラスの子供たちを他の支援級のクラスに入れて、きちんと指導を受けられるように
急遽対応してくれた。
・保護者が担任について途方に暮れた際、担任以外の先生方（他の支援級の先生や副校長等）が、迅速に動いてくれた。
・ノートに先生がドリルを作ってくれてから、とても勉強をがんばっている。苦手な文字を書くことも無理はせず読みの理解が進んでから少しづつ書きを
やってくれている。算数も計算は難しいので、電卓を使って解くようにしたら進んで取り組んでいる。疲れがあったり薬の影響もあるのか、学校で寝てし
まうこともよくあるが、無理に起こさずいてくれているよう。
・なぐられたり、ものかくしなど、いじめの兆候を見つけるや、すぐ指導している。
・支援級の先生と担任の先生とはなすじかんをつくりたいとつたえたところ、すぐに時間を作ってくれた。
・取り出し級で、担任とは違う先生が算数と国語のサポートをしてくれている事。
・席順を前から2番目にしてもらう
・3年生の登校拒否寸前の時に、空き教室で過ごさせてくれたり、副校長先生の仕事（各学年の見回りなど可能な範囲で）に付き添わせてくれたりありが
たかった。
・前校長先生の時は毎朝支援学級に出向いて子供達と挨拶をしたり色々と配慮して下さいましたが、今は校長先生も代わり全く良かったことはありません。
・宿題の内容の改善、様々なトラブルに対する聞き取り、放デイとの連携
・不安定な状態になりそうな時は無理に促しを行わず、見守っていただきました。
・閉鎖的な支援級ではなく、放課後デイサービスさんとの情報共有を快諾して下さったり、人員不足の時は子供達の安全、安定を優先し、保護者の力も取
り入れる柔軟さが信頼につながっています。
・何かあれば、話し合いの場を設けてくれる。(解決に至る至らないは関係なく)
・先日、相模原支援学校の先生から支援方法など学んだという報告を受けた事。
・登校時に不調で子どもがスムーズに動けなかった時、担任でない先生が付き添って教室近くまで行ってくれて安心感があった。
・担任以外の先生との話を、よく息子から聞くので、その先生からの対応には、安心を覚える。また、登校時や下校時に見守り隊の方いることに、安心感
が少しある。
・担任は対応してくれなかったけど、児童専任の先生が個別の時間をとってくれました。それがなければもうとっくにいけてないと思います。
・生徒間でトラブルがあった時、先生と生徒で上手く対処してもらい、親に連絡せずとも良好に過ごしていた
・先生個人のポテンシャルによって変わるが、今年の先生はとにかく頑張ってると認めてくれる先生で、親子共に穏やかに過ごせている
・子供の特性に寄り添って対応して下さること。
・子どもの能力に合わせて、支援級と交流級のバランス調整をしてくれている
・お願いしたことには一週間以内には対応してくれます
・歯を磨くのが苦手で全然磨かないので学校で先生にも歯をチェックして頂いてて、先生に見られるからと歯を磨くようになってきた。
・和の計算をする際に分かりやすく道具を作ってくださった事。
・ランドセル無しの登校でも咎めない担任の先生の理解があった
・母子登校（廊下待機）を認めてくれた
・腹痛持ちなので授業中のトイレ問題があるが、気軽に行けるような雰囲気の配慮がある
・どうしても教室に入れない時に別室を用意してくれる
・こちら側の要望は的外れであっても受け入れてくれる
・子供のタイミングに寄り添ってくれて、多角的に見て、子供に合うやり方を探ってくれている。
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・公開授業
・週に1回校外歩行があるが、その中で苦手なエレベーターやエスカレーターに乗る練習も取り入れてくれて、乗れるようになった。授業で手作りの教材がた
くさんある。一人一人に柔軟に対応してくれる。連絡帳にできるようになったことや、楽しそうなことがたくさん書いてあるので、毎日読むのが楽しみ。
・お友達によるサポート(ちびっ子先生)
・学校側が親にボランティアを募るのはいい。ほとんど親は来ないが親たちにどんどん頼っていい。
・学期事に支援級で学校全体で楽しんでもらえるイベントつくりをしてくれるようになったこと。（昼休みに屋台屋さんをしてみんなに来てもらって楽しんで
もらったり、お囃子の発表をしてみんなに見に来てもらって楽しんでもらったり等）
・体験や音楽、美術、色々な経験が出来る
・水泳の授業で人手が足りないとのことで見守りボランティアを募集していました。私もできる限りボランティアに参加しました。
・3学期になり支援級の教室が2つになったことは良かったです。それまで16人3クラスで1つの教室で過ごしていました。
・3年生から音楽の交流に行き始めました。リコーダーが難しかったようですが、一年間頑張ったおかげで、先日3年生のリコーダー発表にもしっかり参加す
ることができました。支援級でもリコーダーの練習に取り組んで頂きました。
・支援級が校外学習として、障害者雇用してるレストランなどに見学しにいってること。
・買い物学習 調理学習
・支援級の生徒は車での送迎が可能。
・運動会が午前のみに短縮（支援級の生徒は、その子に合わせて教室への出入り自由）。
・運動会の「表現」を健常のお子さんと同じく取り組ませてもらえた。無理強いせず、本人のペースを尊重してもらいながらやらせてもらい、当日も頑張って
取り組めていた。
・家庭では取り組めない工作などの製作や、課外活動。リハビリや療育的な取り組みなど。
・就労を見据えて支援してくださったこと
・交流も適度にあり、地域の中学で過ごせてよかったと感じる。交流級の子もいい子が多く、特性を理解してくれていたようです。
・行事(運動会)のとき、練習では頑張れたけど、当日は人の多さや大きな音など、普段とは違う雰囲気に圧倒されて、動けなくなっても、先生方が一生懸命、
本人をフォローしてくれて悪目立ちせず、周囲に溶込み、本人ができる時に、できること精一杯応援してくれていた姿に涙がでました。親子共に、良い思い出
となった運動会です。
・運動会の時に（1年生の時）低学年の種目が終わって座って待っているのが大変という事で先に教室に戻って過ごさせてくれた事です。支援級の担任の判断
でしてくれた事ですが学校もそれを認めてくれたのはありがたかったです。
・絵カードや写真など視覚支援グッズが増えた
・リボン結びや漢字（曜日や書き順）など親が思ってもみなかった先への取り組みをしていただき、それが本人にハマったこと。
・弱視なのですが、拡大教科書を相談したらすぐに対応してくれた事
・担任だけでなく学年全体で子供に接してくれている。
校長室を開放して校長先生が子供達とよく遊んでくれています。
・入学式の前日に入学式の会場に入れていただいて、何をするのか説明してもらいました。
・教材を支援が必要な子用のものを使い分かりやすくなった。
・支援級の子たちには、イベントに関しては長めの練習、説明があったと思う
・給食室での食育動画 給食を作っている過程の動画を見せてくれる。



פּ 31

・なにかあれば適宜相談し、その時の状況に応じてその日限りの安心グッズ等の導入を許可してくれたこと。
・スクールカウンセラーとの面談。親の精神的フォローがしてもらえたのはありがたかった。（後略）
・毎日の連絡帳は細かく記入されているので様子がわかっていいと思う。保護者が付き添うことが前提にはなっ
ていないことが多く助かる。
・現在不登校になっていますが、個別に対応してくださる先生の存在や空き時間、教室を提示してくださいまし
た
・担任以外が面談に対応してくれたこと
・交流級から支援級への行き来で、行ってらっしゃい!おかえり!と先生とクラスメイトが声をかけてくれる。そ
の担任の声掛けサポートの気持ちが子どもたちに伝わって気持ちよく行き来ができている。
・日々の連絡ノートも活用しながら、送迎の際に顔合わせてお話をしてくださったこと。
・放課後デイや療育教室での様子など情報共有しようとしてくれたこと。
・困り事を先生に相談できることをとても褒められて、子供が少し報告上手になった。PTAなど学内に行ったつ
いでに支援級を覗くのを先生も喜んでくれるようなオープンな雰囲気がある
・連絡ファイルで毎日の様子がやりとりできる。
・玄関まで送ってくれた。カンファレンスの時間を設けてくれた。見通しグッツ、家でも活用してる。親のため
に本も用意してくれた。
・担任、支援コーディネーターの先生、スクールカウンセラー、通級の先生など、関係する先生方が連携して支
援してくださっていること。校内で、子供にいつ会ってもあたたかく挨拶し、声をかけてくださる雰囲気がある
こと。
・学校というよりも担任との信頼関係が出来ているため、安心して通わせているが、年度が変わり担任が変わる
ことには不安を感じている
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・朝の準備の時間等、もっと大人の目があったほうがよい時間があるとして、必要があれば、登校からもう少し学校に残って、見守りや手伝いを行う
ことができると思う。
・フルタイムで仕事をしているので、協力できることは限られてしまいますが、なにかあればボランティア等参加することは可能です。
・状況を話したりはできますが…単に保護者個人の努力になると辛いです。いろいろな子どもが学べるような工夫や取り組みをしている学校などがあ
れば、どうやってるのか、マンパワーや専門家不足をどうしたらいいのか、成功例などをシェアできる場所や学べる機会が、時間場所の制約なく(どこ
かに講習を受けに行くのは時間的に無理です)あるといい。授業の付き添いや家庭での学習支援をしてくれる方などいてくれたらありがたいです。
・学校側が保護者にどのようなことを望んでいるかを知りたい。
・ボランティアや、人手がいる場面があれば協力できそう。また学校で練習してできるようになったことは、家でも積極的に取り入れていきたい。
・恐らく保護者一人一人得意分野や出来ることが違うとも思うので、一律に「これが出来る」とは言えないと思うが、資料の印刷や製本、各種イベン
トの小道具作りといった雑用や、人手不足な際の介助補助とか…協力出来るだろうか？？でも、パン作りが得意な保護者だったら高等部のパン作り作
業に協力出来るだろうし、医者や看護師だったら医ケア的な事の指導等出来るかもしれないし。学校が、保護者とコミュニケーションをとり（校長と
意見交換会とか）、保護者を上手く頼って・使ってくれれば良いのではと思う（横浜市立山内小学校の佐藤校長が、そういう保護者との連携が上手ら
しいです）。
・学校ボランティアは、仕事の休みとかぶった時には参加しています。
・PTA、ボランティアに参加する。→先生の負担を減らせる。先生や学校の様子がわかる。先生に親の顔を覚えてもらえる。
・カッターを使う授業だったり、先生の手が足りない授業は全学年の親たちを集って力をかりたほうがいい。
中には元教員だったり保育士だったり子どもに携わりたい人は沢山いる。
・PTAを無くしてボランティアとしての協力でやってもらえれば気楽に協力ができるようになるきがする。
・学校が求めることなら子供の監督でも草むしりでも掃除でもやります。先生が指導のための準備時間や休憩時間の確保ができて子供たちへ接する時
間の質が良くなるなら協力したいです。ただ保護者が何をすれば先生が準備や休憩ができるようになるのか分かりません。不特定多数の保護者が校内
に入ることで緊張が生まれるなら本末転倒だと思います。介助員さんのように支援が必要な子供に直接接するのであれば講習等を受けて(イメージは
ファミサポの預かり側の講習です。無理なら冊子等で事前知識を入れられるようにできると安心だと思います)学んでから参加できたらよいと思います。
・PTA活動の活用
・ボランティアで子供たちの学習を見守る。
・要望があれば、それに対して可能な範囲では応えたい。
・共働きでなかなか難しい
・こちらからの学校との関わりは重要だと思います。学校側への協力はこちら側からしても大事だと思います。
・提出物を締め切りまでに出す、懇談会に出るなど、先生方のスムーズな学級運営に協力する。
・協力しなければいけないのはわかっているが仕事が月曜から土曜日まで夜まで働いているため協力ができそうにない
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・家庭と共有する
・自分の子供のこえを伝える
・担任次第ではあるが家の中での自分の子の得意な事、苦手な事等、マップだけではなく担任に色々詳しく教える事も大切だと思います。
・担任や取り出し級の先生から、自宅でどの様な予習や復習をすればよいかのフォローがあると嬉しい。
・学校側が許可してくれるなら、授業参観以外にも教室を覗かせてもらうなど、子供の様子を見に行く機会があれば、先生との情報共有かスムーズ
に行えると思う。
・毎日、担任と家庭での様子を伝えるお便り欄があれば学校と家庭の透明性ができるのであった方が良いと思います。以前はありましたが、廃止さ
れました。
・サービス提供者会議に頼らず、学校と放デイなどが連携できるような橋渡しをしたいと思う。
・家庭での様子や特性について、担任の先生と情報共有すること。
・放デイや病院での連携。家での様子。
・障害特性を話す事で理解を深める
・行事への積極的な参加。小さな出来事でも、その日のコンディションに影響が出そうな場合、必ず連絡帳へ記入する。
・なるべく授業参観や、保護者会などに参加し、学校、お友達との関係性を教えてもらう。また自宅ではうちの子の様子を話して困り事などの解決
方法の参考にしていきたい
・学校に足を運び、コミユニケーションをとる。
・学校には伝えていますが、ボランティアを日常的にいれたらいいと思います。その時には自分の子をみるのではなく、困っているこどもに声をか
けてもらえばいいと思います。あとは学校を一緒に考える会を定期的につくったら保護者と学校と一緒に考えていけるのではないか、と思います。
・家庭での様子や情報の共有。子どもたちのためになることへの活動協力。
・情報共有
・学校と保護者での話し合いの機会を定期的に持つ。
・担任の先生や管理職、保健の先生など繋がっていける方へはこちらからどんどん働きかけていくのが良いかと思います。ボランティア等、学校へ
関われる事へは積極的に関わっていくほうが子どもの様子や学校の雰囲気もわかりやすいと思います。
・思いがすれ違わないように、密に連絡をとる。
・支援級だけではなく、交流級との連携を親と共に出来るといいと思う。
・保護者が家での様子をこまめに共有することが大事かと思っています。今の紙の連絡帳がいいスタイルなのかわかりませんが、なるべくいい事も
悪い事もお伝えするようにしています。
・報告連絡相談、これだと思う
・発達の課題はそれぞれなので、子どもの特性にあった学びのツールの情報を共有する。例えば①算数プリントの課題では1枚にのせる問題数を少な
くする、②文字が大きい教材を使用する、など。特に通常級では発達特性に理解がある先生ばかりでは無いので。
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・良い事も悪い事も子供の経験になると保護者が覚悟を持つ。子どもの特性を理解し学校と共有する事で環境を整え
る事ができると思う。
・学校に任せきりにせず、放課後デイさんとの架け橋となり、子供の成長にとってよりよい策を見つけ出し連携しつ
つ進める。学校での困り事を自宅、放課後デイでどのようにフォローできるか、解決につながるトレーニングが自宅
でどんなことができるか？小さい問題こそ、こまめに解決していけるようにする。
・ルールやマナーを教えたり、その子に合った療育グッズを作製したり、生活全般の指導は家庭内でもできるため、
学校や施設に頼りきらない
・自分のことは自分でできるよう、クラスのルールは守れるように家庭でも指導しなければいけないと感じる日々で
す。
・支援級の児童の人数が増えて職員の人数が足りないと先生が言っていました。職員から校長に人数増やして欲しい
と言っているが職員からより保護者が教育委員会に言えば変わるかもしれない。
・個別支援計画書をしっかりたてて保護者と学校側が同じ支援を担っていくこと
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・「子供の成長は担任の当たり外れによる」という現状を目の当たりにし、「担任の資質に左右されない」教育が不可欠だと痛感した。
・同じ公立の小学校ながら、近隣の小学校と対応が大きく異なることがある、ということにも疑問を感じる（◯◯小学校はおむつ一切不可、□□小学校はおむつ可、など）
・どの学校でも、ある程度同じ教育が受けられるよう、最低限の環境は制度として整えた上で、個々に応じた柔軟な対応ができてこその支援級ではないか、と感じる。
・支援級では、どうしても、少し多いぐらいの人員配置が必要と思われる。教員・介助員ともに、何とかして数を増やしてほしい。八王子市の「学校サポーター」のような制
度を、相模原市でもぜひ取り入れてほしい。
・校長先生次第で学校は変わるとの話があり、今の校長先生はとても明るく気さくな先生で朝も校舎を周り子どもたちに声を掛けてくれているのはとても良いと思います。毎
朝の旗振りも簡単に出来ることではないので、すごいことだと思い安心に繋がっています。
・感覚過敏やいじめなどで、教室に入れず不登校です。ネットでの勉強など、学びの保障が欲しいです、、、。学校に行かなくても学べる仕組み、学校じゃなくても、クラス
の一員として対応してもらいたいです。
・ぴあっとさんが、こうやって保護者の立場で色々と活動・発信して下さりとても有り難いです。
・学校はもっと学校を解放すべき。学校という概念を外すべき。授業参観だけしか行かない親が多い。
もっと開放的になって手伝える親などを集ってイベントに参加させていいと思う。
イベント以外の授業でも低学年の授業は親の力を借りていい。座れない子もいるし、何をすればいいのかわからない子もいる。
先生も楽になる。
・私立に入れた為に公的支援が受けられずたらい回しだつた。私立でも通級や言葉の発達などの公的支援が受けたかった。
藤野に住むと放課後デイなどほとんどなく選ぶこともできず、必要な支援が何一つ受けられなかった。
・子供が特別支援学級に所属しているのですが、やはり通常学級に通っている子の中にはよくわからずに支援級にいる子供をからかったり悪口を言う子もいました。入学して
すぐに特別支援学級とはどんなところか、どんなお友達が在級しているのかなど、１時間でもいいので通常級の子供達に説明する時間・授業があればそういうからかいや悪口
陰口などが減るのかなとも思います。
・先生や子供達にもっと障害のことや生きづらさ、そしてまわりの理解、環境によって個性が１人１人生きる世の中になれば障害というものもなくなりみんなが生きやすい世
の中になるということをもっと知ってもらいたい。
・保育所等訪問支援事業やサービス提供者会議に頼らず、もっといつでも連携できるシステムがあれば良いと思う。それこそ、問題が起こる度にすぐに情報共有をしたり、定
期的に情報交換をしたりしてほしい。・伊勢原市で通っていた小学校は支援級の児童数が65〜70名おり支援級の先生が10数名いました。支援級も交流級も毎年クラス替えが
あり移動するのは四分の一から三分の一先生で変化が少なく子供への負担が少なかったです。
また、とても専門知識がある先生が多く交流級の先生と支援級の先生がはっきり分かれていました。
交流級も1年をA先生B先生C先生、2年はA先生C先生D先生、3年はC先生D先生E先生…というように学年に知ってる先生が残り卒業まで1〜2人は低学年から断続的に自分た
ちが知ってる先生がいる状態で過ごしていました。
(長男で伊勢原の小学校の卒業までを経験しています)相模原市は引継ぎや、グループで児童を見る体制がなく、担任任せで「今年は良くても来年はダメかもしれない『運試し
要素』が強い」と聞き大変驚きショックを受けました。成績は下がり、粗暴になりました。我が子と相性の良い放課後等デイサービスに出会えてから落ち着きましたが学校で
はトラブルが絶えません。同じ神奈川県内でこんなに教育の質が落ちる、しかもただの市から政令指定都市に引越してこんなに教育の質が落ちるのかと信じられない日々でし
た。あと子供の意見としては「話は聞いてくれるけど何もしてくれないし、変わってくれないので言っても無駄。」「給食に唐揚げが出ない」「お肉が出ない」「パンが不味
くなった」とのことです。
・先生方は一生懸命やってくださっていますが、やることが多くて大変そうです。先生が連絡帳を書く間（？かどうかわかりませんが…）ドラえもん等のDVDを見ているよ
うで、学校の活動としてどうかなと思ったりします。子どもにはいい息抜きなのかもしれませんが…。補助の先生を増やしていただけたらありがたいです。

35



・教員の働き方改革として、事務員を増やして先生の仕事を分担する、数字上だけではなく残業をなくす、給食の時間を先生の休憩扱いにせず適宜本物の休憩時間を設ける、
そもそもの給料を上げるなどして先生を増やす努力をしてほしい。
・学校は、特性のある子供が通っている放課後デイサービスや療育教室と情報共有することの重要性を知ってほしい。学校と福祉は、異なるものだと線引きしないで、お互い
に連携をとっていくことが子どもの育ちとってとても大切。適切な配慮や対応を受けられず、その時期しかない子供の成長を置き去りにしないで欲しい。
・不安な事がある時は学校や病院の先生、デイサービスさんにも相談しながら、子どもが過ごしやすい環境をつくっていけたらと思います。
・世の中は多様性に対し変化が見られるが、学校は昔からの古い体質で時代遅れと感じる。障害も多種多様となっているが知識が追い付いていないのでは？と主観ですが思っ
ております。
・この可愛さを地域に伝わってほしい。偏見ない地域であって欲しい。
・中学校入校時は養護学校に入学させたいと思っているが、療育手帳がB2では入学は難しいと言われたことがあります。もっと人数などの枠を広げていただきたいです。等級
が軽くても、入らせたいと思っている親御さんはたくさんいると思っています。
・給食の食べる場所を交流級だけと定めず、支援学級で食べれる環境があるといい。知っている仲間と安心して楽しく食べれる場を作ってほしい。
支援級の先生が変わるということは、発達障がいを持つ子供達にはとても大きな環境の変化、気持ちの変化に繋がる、柔軟性を持って安心して通える支援級であってほしい。
地域の学校で障がいのある事たちも支援していこうと自治体は言っていますが、そもそも支援級の受け皿が整っておらず、ほったらかしにされたり、目が行き届いていないこ
とがほとんどで、何かあった時に先生は答えられないことが多い、重度の知的障がいがある息子は自分で何かを詳細に伝える事はできない、悲しい事、嬉しい事、楽しい事、
伝える事が本当に難しい、本当は1人常に誰かついていただきたいがそれは出来ないとの事、自立に向けいろいろな事を吸収できる、出来る事を増やすこの場で、成長に繋が
ることや、自立に向けての学びが得られない、これで地域の学校で見ていこうと言うことは何を意味しているのか全くわからない。本来何が必要なのかが分かっていない人た
ちの勝手なエゴではないのかと思うしかない。自立に向け手厚い支援を受けたいと考えて支援学校へ転校、または相模原で難しいのであれば、違う県へ引っ越しも考えるしか
ないと思っています。
・この1年学校に伝え続け、相変わらずスルーかのらりくらりの対応で伝えても伝わらず、怒りと悲しみ、話を聞いてもらって期待して、対応されずがっかりの繰り返しでし
た。教育委員会、教育支援班、支援学校の巡回相談、できること全てやりましたが、こちらの味方というわけではなく、このことで対応かわるとかはなかったです。しまいに
は学校で死ぬ行動をしなければ学校で対応は難しいといわれました。
こどもが死にたいとサインをだしたらまず第1に対応するものと思っていたのですが、これからこうしていく、という方針が示されることもなかったです。やはり死ぬといっ
たことに対して、誠実に向き合ってほしかったです。
・学校も先生方も欠員に関してはとても苦労されているのはわかるのであまり言えないが、対応によって子どもの情緒が強く変わるので、親の意見も含めてよく相談して対応
していただきたいと思う
・毎年、発達障がいの診断がつく子が増えて支援級に入る子の人数も増えているにもかかわらず学校（教育委員会）の対応はあまり変化がない事にとても危機感を持っていま
す。（先生を増やす、専門家を入れるなど）親が子供の現状を受け入れずに通常級にいさせて授業か中断して他の子供達に影響が出たりと、支援級も通常級も問題があると思
います。子供の事を1番に考えてほしいです。
・インクルーシブ政策や、相模原市は政令指定都市で各学校に支援級が設置されましたが、受け入れ側の対応能力の差がかなり浮き彫りなのではないかと思います。
どの学校へ行っても同じくらいの支援が受けられるような環境になければ各学校に支援級がある意味がないと思います。
育休明けや定年間近の先生がこなせる業務ではないです。もっと専門性を持った先生が支援級に配属される事を願います。
・先生方の業務があまりに多すぎて、先生方の熱意に頼り切っているように感じます。先生方の負担を少しでも減らすこと、保護者も些細なことでクレーム入れすぎです。そ
の反面、おかしな教員も多く子供達の一年が有意義なものになるかは担任次第だと思います。
・先生や介助員の人数が少ないことは承知していますが、なるべく介助員の人数がもっと増えることを希望します ・小学校支援級の介助員を増やした方がいい
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